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御塚・ 権現 塚史 踪の広場

市内大善寺町に所在します国指定史踪、御塚・権現塚古墳の両古墳を含む約5万吋は、平成6年

度に「御塚・権現塚史踪の広場」として岳備され、市民の憩いの場及び古墳公菌として多方面で

活用されています。この公園は、久留禾市が25年の期閉と総事業費約51意5千方を懸けて本格的

に整猫 した古墳公園です。

● 御 塚 ・ 権 現 塚 古 墳の変遷

御塚・権現塚古墳を初め

て紹介したのは、江戸時代

の終り久留禾 藩の藩士であ

った矢野一貞です 。彼は寛

政6年 (1794)6月に久留禾藩

士早J11平 右 衛 門 の 次男とし

て三瀦郡京隈字小松原 （現

久留禾市京町）に生まれ、文

政 10年 (1827)34歳の時、矢

野家の養子となり馬造組矢

野家を嗣いだ後、藩校明善

堂素読方、御殿素読方、国学

引立方、開物方加役奥通り

等を歴1壬しています 。彼は

一 方 で 地 域 文 化 の 解明にカ

をそそざ、多方面の分野で

大善寺王垂宮（前方）と御塚・櫂現塚古墳（後方） 書 物 を 著 し て い ま す。考古
ちくごしょう I, ぐんだん

学の分野で宅多岐にわたりますが、中で宅『筑後将士軍談』は筑後地方の総含的な歴史書として

現 在 宅 そ の利用1illi1直は布しこものがあります。この書物の中に声古墳は「鬼塚」・「権現塚」として

描かれ、実地踏査による測最1直も1井せて記述しています。「鬼塚」は「御塚古墳」のことであり、現

状 同様に三重の堀と堤（土居）が描かれ墳丘の墳頂部に右室を擦り出した踪があり、石人のかけ

らがあったことが記されています。一方、「権現塚古墳」は二重の堀と堤が描かれ、外堀に1か所

陸橋が見られるの宅現状の姿に良く似ています。その後、江戸末期から明治時代に至る 半世紀

の間、両古墳がどのような状況であったのか記録はありませんが、イロハ塚と呼ばれる古墳周

辺は大正元年(1912)の耕地整理によって則平され、一部は造成されて現在のように耕地化が完

全になされたことが考えられます。

大正2・6年には、筑後史談会の黒岩萬次郎や武藤直治、宮穴省諸陵考証課長の増 田干1言らは現
みぬま

地調査を実施し、この古墳が古代当地方の豪族と考えられる 「水沼の君」の墓だるうと推定し て

います。
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『筑後埒士軍談』に描かれた御塚・櫂環塚古墳

これを耳にした吉時の大川鉄道令社の社長であっ

た深川忠吉は、由緒ある塚が荒廃のままであること
つね やしヽっせい

を嘆ぎ、大善寺 村 垣 屋 一 成 ら 数 人 の 私 有地であった

古墳及び隣接地の 三町 歩を 巨額 を投 じて買収すると

とも に、その修復を計画し宮内省を通じて修復工事

の監督を同省で全国の陵基の修理．しこ当たっていた梶

田貞一孔こ依頼しています。

梶田 が 古 墳 修復の参考とした資料は、前 述 の 矢 野 一 貞 翁 の 測 量 絵 図 で あ っ た こ と が 推 定で

きます。 それは、久留禾市教育委員令が実施した発掘詞査の結果と矢野が江戸時代に踏査し

た測量1直が接めて近似していることから分かりました。この大正6年の大修復工事は、当時

の写 真から分かるように地元の有志による 参 加 も 得 て 大 規 模 な も の で あ っ た よ う で 、 古 墳正

面に鳥居、灯籠、玉垣等を建て拝所として整舞しています。深）IIは大正の修復後、買収した

土地すべてを大善寺財産区に古墳の管理を依頼して以来1主民の手によって1呆存されてぎました。

その後、昭和6年には国の史踪に指定を受けました。

とこ る が 、 大戟後の戦災者や大陸からの引揚げ者の1主宅用地として古墳周辺の土地が利用
しゅうご う しゅうてい

され、周濠の埋め戻し・周堤の則平等の工事が行われ、 33年筑邦町への寄イオの時点で古墳周

辺には25戸の1主宅違察がなされ古墳の姿が大きく変わりました。

昭和42年、 筑邦町が久留禾市に含1井す ると周時に、両古墳の管理を久留禾市が引き組ぐこ

とになりましたが、その有効活用を図るために、 45年度より本格的な環境整備に着手するこ

とになりました。

矢野一貞命宵像画（篠1L1神麟）
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大正修復に参加した大善寺材民有志 櫂或塚古墳タト濠浚渫状沢（西側付近）
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声 古 墳 の復元のためには指定区域の拡大

が必要であり、墓地改葬や民有地の 一部 買

上げを行いながら、文化庁に追加指定を申

讀し、 54年に告示され、現在の約5方面の

指定地が確定しました。

その後、家屋移転などの事業が進められ、

58年度の民有地買上げをもって指定地のほ

ぼ全域が公有地となりました。60年度から

指定地全体 の 環 境 整 備 が ス タ ー ト し、商古

墳の復元と総含案因広場の修景整描などに

よって平成¢に度「御塚・権現塚史踪の広場」

として完成しました。

整描目標の一つであった商古墳の復元は、

矢野一貞翁の測量1直に基づいて行われた大

正6年の疹復工事の痕跡を参考として実施

されているので、現在の古墳は江戸時 代終

り頃の姿と考えて良いと思．います。

♦御塚・櫂現塚古墳の歴史的な位置甘け

整礁終了後の御塚・権現塚古墳 （平成6年）

「御塚・櫂現塚史跡の広場」

御塚・確現塚古墳は江戸時代終わりの矢野貞一翁の紹

介以来、大正の修復以後宅各方而の研 究者によって論述

されていますが、この商古墳を「水沼の君」 一族の墓と

する解釈に は、現在宅なお異論を唱える人はいません。

両古墳の発掘調査では、次のようなことが確認されました。
ほ~ たて

御塚古墳 は全長約121mの三重の周濠・周堤が巡る帆立
かい ピんぼうこうえんふん

貝式の前方後月墳で、主墳丘はすでに盗擦を受けていました。

権現塚古 墳 は 二 重 の 周 濠 ・ 周 堤 が巡る直径152mの巨大

な尺墳で、外頂1Jしこ浅い溝状のようなくぼみが回っている

ことが考えられます。

内制の周堤には写真で示すような規格的に樹立された

と、翌われ る只筒埴輪列が検出されています。 内堤全周に

埴輪が巡っていると1反定すれば、検出例から含計5001固体

ほどの埴輪が立てられたことになります。市指定の人物

埴輪は大正¢戸り修復時に出土 した宅のです。 櫂現塚古墳内接の埴輪出土状沢

両古墳の第造年代は、出土した埴輪等

から推定すると、御塚古墳が古く 5世紀の

後半に、権現塚古墳が6世紀前半から中頃

の年代が考えられます。

古墳近くには欧子塚古墳と呼ばれる大

きな前方後円墳が存在していたことが記

蹄にありますが、近接して存在した3基の

古 墳が 「水沼の君」一族の墓と考えると、

御塚古墳と権現塚古墳は2世代ほど逗うの

で、この商古墳の間に含兆日子塚古墳を位置

1オけて七良いかもしれません。

権環塚古墳出土の人物垣輪 (,ti指定文化財）



御塚・権現塚古墳が立地する 1日三瀦郡域には、
ぶたご づか

他に荒木町の二子塚古墳、鷲塚古墳、北山古墳な

どの有力古墳が存在します。これらの古墳が『巳

本書紀』記載の豪族 「水沼の君」一族に関連する

墓と考えると、この地は筑後川の中流から下流に

かけての1立置で有明海への宅口と宅なっています。

そうした筑後J11から有明海に至る河川交通を押さ

えていた豪族が 「水沼の君」 ではなかったかと鬼

われます。

絵合案内広場（柳）11県追より） とこるで、御塚古墳が造られた5世紀後半頃には、

北部九州最大の豪族である「疑葵薯」 の 存在が大きく、吉地方の古墳文たに独特な影響を与
いわとやま こ

え ました。その勢力を最も強めたのが 「蕃井」 の代と言えます。へ女市に所在する岩戸山古
ふん

墳は彼の墓と考えられ、九州最大級の前方後月墳です。 そして、ある時期「筑紫君」一族の

本捩地が東西に長いへ女丘陵にあったことが、岩戸山古墳を前後する有力古墳の存在で推定

できます。

この磐井が全国統一を進めていたヤマト政権に謀反を起しました。北部九州の古墳時代最

大の事件であ った 「筑紫君磐井の乱」 (527年）がそうです。磐井は高良山の麓、御井町周辺

での戦闘で斬られました。

ヤマト政権が目的とした九JI-I平定の最宅大ぎな理由は、中国大陸との交渉権を独占的に手
ユ 』

に入れることでありました。

玄界灘を利用し た交渉）レー
むなかたのさみ

トは最初から「宗1象君」 が

国家的規模で担吉させられ

ていたことがう中ノ島の調査

や宗1象大社の資井斗等から嘩

実です。一方、東シナ海か

ら有明海に向かう交渉）レー

トの存在宅考えられ、旧三

瀦郡周辺が重要な地域であ

ったことが推定できます。

御塚・権現塚史跡の広場（平成6年炭） 「水沼の君」の本拠地は筑

後 J11と 有8月海の接点で、 （注1)筑後地域の大陸交渉定口部にあたります。 この筑後J11河口の

拠点を押さえた有力者が「水沼の君」 であり、 「字1象君」同様に早くからヤマト政権と客接

な問宦があったことが考えられます。筑後川上流には最宅早くからヤマト政権との関1系が考
いくはのきみ

えられ る 「的君」 が い た こ と も 、 こ の 地域が重要な役割を果たしていたことが言えます。 し

か宅 、最大の豪族であった磐井の死後宅、やはり筑後川から有明海、そして東シナ海を利用

し た中国大陸との交渉ルートが存在していたことが、権現塚古墳の巨大な墳丘が証明してい

るようです。

※注1~特の海埠線は現在より七内陸部にあ り、両古墳は

河 口に近；栢目ノていた ことが考えられます。
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